
2023 春入学

卒業要件と履修登録について

サステイナビリティ観光学部（ST） / 日本語基準

APUアカデミック・オフィス
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新入生のみなさんへお願い

質疑応答はガイダンスの最後に行います。

本資料は、新入生オリエンテーションサイトにアップします。

履修科目登録で不明な点があれば、
ウェブサイトを常に確認するようにしましょう。
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https://www.apu.ac.jp/academic/


1.大学の学修・仕組みについて理解する

2.卒業要件を理解する

3.履修科目登録までに準備することを理解する
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履修と成績ガイダンスの目的
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1-1. 大学での学修における基本的な情報
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単位修得までの流れ

単位修得

合格評価をうける

科目受講・学習・課題・試験

履修科目登録

科目一覧・時間割・シラバスを確認して科目を選ぶ
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学年暦（1年のスケジュール）

学年暦とは？

• 年間予定を記載したカレンダーのことです。

1年は2つのセメスターに分かれ、各セメスター

はさらに2つのクオーターとセッションに分か

れています。

• 4月から始まる学期を春セメスター、10月から

始まる学期を秋セメスターと呼びます。

• セッションとは、長期休暇が始まって最初の1

週間を使って行われる授業がある期間です。

学年暦を見る

4月

春セメスター

第1クオーター
5月

6月
第2クオーター

7月

8月 夏セッション

9月

10月

秋セメスター

第1クオーター
11月

12月
第2クオーター

1月

2月 冬セッション

3月
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科目 単位数 開講形態 1週間の授業回数 合計の授業回数

講義科目 2単位

クオーター（２カ月） 2回

14回

セメスター（４カ月） 1回

演習科目 2単位 セメスター（４カ月） 1回 14回

言語科目

4単位

セメスター（４カ月）

4回 56回

2単位 2回 28回

科目の種類
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時限 授業時間 月 火 水 木 金

1 8:45-10:25 英語初級A 英語初級B

スチューデント

サクセス

ワークショップ

英語初級A 英語初級B

2 10:35-12:15

3 12:30-14:10 英語初級A 英語初級A

4 14:20-16:00
日本の歴史

（1Q開講）

日本の歴史

（1Q開講）
生命倫理

5 16:10-17:50 観光学入門

6 18:00-19:40

時間割サンプル 第1クオーター（1Q） 4月 5月 6月 7月 8月 9月

春セメスター

第1クオーター 第2クオーター 夏セッション
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時限 授業時間 月 火 水 木 金

1 8:45-10:25 英語初級A 英語初級B

スチューデント

サクセス

ワークショップ

英語初級A 英語初級B

2 10:35-12:15
環境汚染と防止

（2Q開講）

環境汚染と防止

（2Q開講）

3 12:30-14:10 英語初級A 英語初級A

4 14:20-16:00 生命倫理

5 16:10-17:50 観光学入門

6 18:00-19:40

時間割サンプル 第2クオーター（2Q） 4月 5月 6月 7月 8月 9月

春セメスター

第1クオーター 第2クオーター 夏セッション
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時限 授業時間 開講 月 火 水 木 金

1 8:45-10:25
1Q

英語初級A 英語初級B

スチューデント

サクセス

ワークショップ

英語初級A 英語初級B

2Q

2 10:35-12:15
1Q

2Q 環境汚染と防止 環境汚染と防止

3 12:30-14:10
1Q

英語初級A 英語初級A

2Q

4 14:20-16:00
1Q 日本の歴史 日本の歴史

生命倫理

2Q

5 16:10-17:50
1Q

観光学入門

2Q

6 18:00-19:40
1Q

2Q

1クオーター科目

2クオーター科目

セメスター科目

時間割サンプル（第1クオーター＆第2クオーター）

• クオーター科目を履修する場合、第１クオーターと第2クオーターで時間割が変わるので要注意！

• クオーター開講科目を履修している曜日・時限に、セメスター開講科目を登録することはできません。
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評価 得点率 合否

A+ 90%以上

合格
(単位修得)

A 80-89%

B 70-79%

C 60-69%

F 59%以下 不合格

記号 意味 備考

P 合格 一部の科目で使用

T 認定 60単位を上限※

E 免除 単位として集計はされない

▶ 通常の評価 ▶ 左記以外の評価

※ 2回生・3回生に編・転入学した学生については、編・転入学時に
認定された単位数は含みません。

成績評価
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通算GPAと当該セメスターGPAとは

• 通算GPA：

入学してから現在までの成績ポイントをもとに計算

活用例） 成績証明書、交換留学、早期卒業プログラム、履修科目登録など

• 当該セメスターGPA：

そのセメスターで修得した成績ポイントのみで計算

活用例） 奨学金に関わる審査、履修科目登録など

► GPAとは？

各科目の成績からAPU独自の換算方法によって算出した学生の成績評価値のこと
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1-2.サステイナビリティ観光学部（ST）について
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卒業要件と科目分野



▶ カリキュラムとは？

卒業に必要な条件や履修できる科目を定めたもので、入学年度によって決まります。

卒業まで変更されることはありません。（退学などの学籍異動の場合を除く）

カリキュラム

2023カリキュラム
（2023年度4月以降の入学者）

2023年4月入学者
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• 卒業するための条件は、入学基準の言語で大きく異なります。

• 日本語基準は、プレイスメントテストの結果によって、英語の履修トラック（履修の開始レベル）が分かれます。

• 英語の履修トラックによって、英語科目の必要単位数が異なります。

• 卒業まで変更されることはありません。（退学などの学籍異動の場合を除く）

カリキュラム

学部 サステイナビリティ観光学部（ST）

入学基準言語
日本語基準（J）

※英語科目が必修（卒業要件3）
英語基準（E）

英語の開始レベル
（卒業に必要な英語科目の単位）

初級
（24）

準中級
（18）

中級
（12）

準上級
（6）

上級1
（12）

上級2
（6）

免除
（０）

英語の履修トラック
スタンダードトラック

（ST）
アドバンストトラック

（AT）

カリキュラム ST 23 JST ST 23 JAT ST 23 E

意味

ST 2023カリキュラム

日本語基準

スタンダードトラック

ST 2023カリキュラム

日本語基準

アドバンストトラック

ST 2023カリキュラム

英語基準
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▶ ST 2023カリキュラム図より一部抜粋

卒業要件

• カリキュラム図では、卒業

までに学ぶことができる科

目を一目で確認できます。

（画像は科目の一部のみ）

（他学部の科目は未掲載）

• STで学ぶことができる科目

の中でも、卒業するために

必ず単位を修得しなければ

ならない科目が定められて

います。

カリキュラム図
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

• 卒業するためには、以下の全てを満たす必要があります。

ST: 卒業要件
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

• 卒業するためには、以下の全てを満たす必要があります。

ST: 卒業要件
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

• 卒業するためには、以下の全てを満たす必要があります。

ST: 卒業要件
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科目分野 必要単位数 小計 合計

共通教育
科目

英語科目 24

40

124単位
以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 0

ST専門
教育科目

アカデミック・スキル科目（必修） 6

62

観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

卒業要件2: 合計124単位以上修得していること

• 卒業するためには、合計124単位以上を修得する必要があります。

• 124単位を修得するにも、細かくルールが定められています。
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

• 卒業するためには、以下の全てを満たす必要があります。

ST: 卒業要件

124単位を修得する上での
細かいルール
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履修
トラック

開始
レベル

必要
単位

スタンダードトラック 必修英語 アドバンスドトラック 必修英語

初級A 準中級A 中級A 準上級A 上級1A 上級2A

初級B 準中級B 中級B 準上級B 上級1B 上級2B

スタンダード
トラック
（JST）

初級 24 必修 必修 必修 必修 （選択） （選択）

準中級 18 免除 必修 必修 必修 （選択） （選択）

中級 12 免除 免除 必修 必修 （選択） （選択）

準上級 6 免除 免除 免除 必修 （選択） （選択）

アドバンスト
トラック
（JAT）

上級1 12

受講不可

必修 必修

上級2 6 免除 必修

免除 0 免除 免除

▶ 日本語基準学生は、英語科目が必修！

• 入学時のプレイスメントテストによって、開始レベルと履修トラックが決定されます。

• A・B両方の科目の単位を修得すると次のレベルに進むことができます。（例：Aが合格でBが不合格の場合、次はBのみ登録される）

• 必修科目の単位を修得し終えるまで自動的に大学がクラスを指定します。

卒業要件3: 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）
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科目分野
必要

単位数
小計 合計

共
通
教
育
科
目

英語科目 12

40

124単位
以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 12

S
T

専
門
教
育
科
目

アカデミック・スキル科目（必修） 6

62

観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

科目分野
必要

単位数
小計 合計

共
通
教
育
科
目

英語科目 24

40

124単位
以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 0

S
T

専
門
教
育
科
目

アカデミック・スキル科目（必修） 6

62

観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

免除分の
12単位がスライド

卒業要件3: 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

ST: 卒業要件
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科目分野
必要

単位数
小計 合計

共
通
教
育
科
目

英語科目 24

40

124単位
以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 0

S
T

専
門
教
育
科
目

アカデミック・スキル科目（必修） 6

62

観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

• 卒業するためには124単位が必要ですが、各分野の

必要単位数の合計は102単位です。

• 不足分の22単位については、科目分野は決められて

いません。興味のある分野から修得してください。

• 英語の開始レベルによって、「英語科目」と「言語

教育科目および共通教養科目」の必要単位数が少し

ずつ異なりますが、定められている各分野の必要単

位数102単位は、どの学生も一緒です。

124単位－102単位＝22単位

残り22単位の科目分野は問わない

卒業要件4: 各科目分野の必要単位数を修得していること

計 102単位
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

ST: 卒業要件
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英語で開講される共通教養科目もしくは専門教育科目(自学部および他学部科目)を20単位

以上修得することが卒業要件の1つ

トラック 英語開講科目の受講条件

スタンダードトラック（JST） 「英語中級A・B」が単位修得済み、もしくは、履修免除されていること。

アドバンストトラック（JAT） 特別な条件なく、第1セメスターから英語開講科目の登録が可能。

• 言語教育科目（英語科目やAP言語）や両言語開講科目（E/J）は、英語開講科目として認められ

ません。

• 日本語基準国際学生（判定カテゴリ：J-Iの表示）は、この要件を満たす必要はありません。

日本語基準国内学生のみ卒業要件

卒業要件5: 英語開講科目（反対言語）を20単位以上修得していること
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▶ ブリッジプログラムとは…？

• 英語の強化を図りながら授業を進めていく、英語開講科目を履修するための第一段階として

設置されている科目。

• 英語開講科目として、卒業単位にも集計されます。

単位の集計 英語開講科目として集計

受講対象 日本語基準国内学生・英語スタンダードトラックのみ

受講可能時期 「英語準中級A・B」修得後～「英語準上級A・B」を修得するまでの間

ブリッジプログラム(対象：日本語基準スタンダードトラック国内学生)
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学部 言語基準 国内・国際

ST－ J－ D－

サスティナビリティ観光学部 日本語基準 国内学生

例）
Caｍpusmate ログイン後画面

※学修分野を登録すると表示される

卒業要件5: 英語開講科目（反対言語）を20単位以上修得していること

言語基準 英語基準 E－

国内・国際 国際学生 I－

上記以外の凡例）

▶ 自分が「日本語基準国内学生」かどうかを確認するには…？

• 英語開講科目（反対言語）20単位以上の修得は、「日本語基準国内学生（判定カテゴリ: J-D の表示）」の卒業要件です。

• 自身が対象かどうかは、Campusmate で確認をしてください。

• 入学後に在留資格（国内/国際）の変更があった場合でも、判定カテゴリ自体が変更されることはありません。
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

ST: 卒業要件

共通教養科目とは？
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▶ 共通教養科目とは？

• 大学での学びの基盤となる知識・技能と資質・能力を身に付け、深い教養を養うことを目的とする科目です。

• 低回生から履修可能な科目が多くあります。

1回生 2回生

共通教養科目

3回生 4回生

ST 2023カリキュラム図より一部抜粋
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▶ 大学が登録する共通教養科目

「情報リテラシー」について

• オンデマンド開講（録画した映像を学生が好きなタイミングで見て学修するスタイル）

• シラバスで到達レベルを確認した上で履修不要と判断すれば、学生自身で削除可能（履修登録B期間・修正1で

のみ削除可）

• 1セメスター生のみ履修可能

スチューデントサクセス
ワークショップ

（SSW）

多文化協働
ワークショップ

（MCW）
情報リテラシー

登録方法 大学が登録
※削除不可

大学が登録
※削除不可

大学が登録
※削除可能

登録時期
*春入学生 1セメスター 2セメスター 1セメスター

共通教養科目
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科目分野
必要

単位数
小計 合計

共
通
教
育
科
目

英語科目 24

40

124単位
以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 0

S
T

専
門
教
育
科
目

アカデミック・スキル科目（必修） 6

62

観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

卒業要件6: 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

科目名 単位 配当セメスター 登録方法

観光学入門 2単位 1セメスター 学生が登録

社会学入門 2単位 1セメスター 学生が登録

持続可能な開発入門 2単位 1セメスター 学生が登録

社会科学のための
統計学

2単位 1セメスター 学生が登録

• 卒業までに、次の4科目の単位をすべて修得することが必要

です。
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

ST: 卒業要件

ST専門教育科目

ST専門教育科目とは？
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ST専門教育科目

▶ ST専門教育科目とは？

• STの目的と理念を理解し、専門的な知識・技能を身に付け、興味・関心をより深めていく科目です。

• 多くの科目は、2回生以上から履修が可能です。

• STでは、専門教育科目をさらに下記のように区分しています。

アカデミック・スキル科目 STでの学修を進める上で必要なアカデミック・スキルを学ぶ

学部共通科目

地域づくり 内発的発展論や着地型観光等、地域の持続的な発展・計画のために必要な知識を学ぶ

社会起業 将来的な企業に必要な知識等を学ぶ

ICT 観光・持続可能な社会に応用できるICTスキルについて学ぶ

観光学分野科目

観光学 社会学的・人類学的、歴史的背景を踏まえて、社会学の観点から観光に関わる理論を学ぶ

観光産業 様々な観光のあり方や形態、観光産業のしくみについて、最新の理論・ 動向や社会的背景等について包括的に学ぶ

ホスピタリティ産業
サービス、ホテル、リゾート、フードなどの観光に関わる産業や業態について理解を深めるため、ホスピタリティの理論と
実践を学ぶ

持続可能な
社会分野科目

環境学
人間の活動に伴って生じる大気汚染や水質汚染等の公害問題や気候変動問題、海洋プラスチック問題、生物多様性等の地球
規模課題と、地球環境保全のための人々の行動変容等、環境と人々の関係に関わる基本的な知識や理論を包括的に学ぶ

資源マネジメント 資源循環型の社会、特に循環経済や低炭素社会を実現するための基本的な理論や手法を学ぶ

国際開発
国際的な持続可能な開発を達成するために必要な社会的側面と経済的側面を中心に、開発のための政治学や社会学、人類学、
経済学、政策学などの理論的側面と、国際機関の役割や様々な開発協力手法などの実践的側面を学ぶ

オフキャンパス・プログラム科目 学外における実習を含む科目を学ぶ

演習・最終成果科目 学生の興味・関心に基づき演習形式で学びを深めていく
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

ST: 卒業要件
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科目分野
必要

単位数
小計 合計

共
通
教
育
科
目

英語科目 24

40

124単位
以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 0

S
T

専
門
教
育
科
目

アカデミック・スキル科目（必修） 6

62

観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

• 卒業までに、次の3科目の単位をすべて修得することが必

要です。

卒業要件7: アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

科目名 単位 配当セメスター 登録方法

社会調査法入門 2単位 1セメスター 学生が登録

文献講読Ⅰ 2単位 3セメスター 大学が登録※

文献講読Ⅱ 2単位 3セメスター 大学が登録※

※ 事前選考を基に、大学が登録を行います。

▶ 「文献講読Ⅰ」と「文献講読Ⅱ」について

• 事前選考を基に大学が登録を行います。

• 2セメスター中に、Campus Terminalで募集の案内を行い

ます。
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

ST: 卒業要件
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科目分野
必要

単位数
小計 合計

共
通
教
育
科
目

英語科目 24

40

124単位

以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 0

S
T

専
門
教
育
科
目

アカデミック・スキル科目（必修） 6

62

観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

卒業要件8: 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

区分 科目名 単位 配当セメスター

観光学

観光とメディア 2 3セメスター

観光社会学 2 3セメスター

観光文化論 2 3セメスター

文化人類学 2 3セメスター

遺産観光論 2 5セメスター

観光経済学 2 5セメスター

観光産業

MICE産業論 2 3セメスター

スペシャルインタレスト・ツーリズム 2 3セメスター

ツーリズム・オペレーション 2 3セメスター

ヘルス＆ウェルネスツーリズム 2 3セメスター

観光地マーケティング 2 5セメスター

ホスピタリティ
産業

フード＆ビバレッジ・オペレーション 2 3セメスター

ホスピタリティ・オペレーション 2 3セメスター

リゾート・マーケティング 2 5セメスター

レベニュー・マネジメント 2 5セメスター

サービス・エクスペリエンス 2 5セメスター

• 卒業までに、次の科目から5科目10単位以上を修得することが必要です。

• この分野については、1回生が履修可能な科目はありません。

• いずれの科目も学生自身で登録してください。
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

ST: 卒業要件
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科目分野
必要

単位数
小計 合計

共
通
教
育
科
目

英語科目 24

40

124単位
以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 0

S
T

専
門
教
育
科
目

アカデミック・スキル科目（必修） 6

62

観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

卒業要件9: 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

区分 科目名 単位 配当セメスター

環境学

生物多様性 2 1セメスター

環境と社会 2 3セメスター

環境教育 2 3セメスター

環境経済学 2 3セメスター

環境政策とガバナンス 2 3セメスター

気候変動 2 3セメスター

公園と保護地域 2 5セメスター

資源
マネジメント

環境汚染と防止 2 1セメスター

エネルギーマネジメント 2 3セメスター

資源マネジメント 2 3セメスター

サステイナブルビジネス 2 5セメスター

循環型社会論 2 5セメスター

国際開発

開発社会学・人類学 2 3セメスター

開発政治論 2 3セメスター

国際開発協力 2 3セメスター

紛争と開発 2 3セメスター

開発政策 2 5セメスター

開発と経済 2 5セメスター

• 卒業までに、次の科目から5科目10単位以上を修得することが必要です。

• 2科目のみ、1セメスター時から履修できます。

• いずれの科目も学生自身で登録してください。
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

ST: 卒業要件
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科目分野
必要

単位数
小計 合計

共
通
教
育
科
目

英語科目 24

40

124単位
以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 0

S
T

専
門
教
育
科
目

アカデミック・スキル科目（必修） 6

62

観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

• 次の科目から、 2単位以上修得することが必要です。

卒業要件10: オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

科目名 単位 配当セメスター 登録方法

専門実習 2 1セメスター 学生が登録

フィールド・スタディ 2 or 4 1-7セメスター 大学が登録※

専門インターンシップ 2 3-7セメスター 大学が登録※

※ 事前選考を基に、大学が登録を行います。

▶ 「フィールド・スタディ」について

• Off-Campus ProgramのサイトよりSTの「フィールド・ス

タディ」を確認し、応募してください。

• 応募の後、事前選考を基に大学が登録を行います。

▶ 「専門インターンシップ」について

• 事前選考を基に大学が登録を行います。

• 2セメスター中に、Campus Terminalで募集の案内を行いま

す。
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 共通教養科目のうち必修科目8単位を修得していること

7 アカデミック・スキル科目のうち必修科目6単位を修得していること

8 観光学分野科目を5科目10単位以上修得していること

9 持続可能な社会分野科目を5科目10単位以上修得していること

10 オフキャンパス・プログラム科目を2単位以上修得していること

11 最終成果科目を2単位以上修得していること

ST: 卒業要件
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科目分野
必要

単位数
小計 合計

共
通
教
育
科
目

英語科目 24

40

124単位
以上

共通教養科目（必修） 8

共通教養科目 8

言語教育科目および共通教養科目 0

S
T

専
門
教
育
科
目

アカデミック・スキル科目（必修） 6
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観光学分野科目 10

持続可能な社会分野科目 10

オフキャンパス・プログラム科目 2

最終成果科目 2

専門教育科目 32

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

卒業要件11: 最終成果科目を2単位以上修得していること

• 次の科目から、いずれかの単位を修得することが必要です。

科目名 単位 配当セメスター 登録方法

卒業プロジェクト 4 7セメスター 大学が登録※

キャップストーン 2 7セメスター 学生が登録

※ 事前選考を基に、大学が登録を行います。

• 「卒業プロジェクト」を履修するには、「卒業研究」の単位

を修得していることが必要です。
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休憩
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2-1. 履修科目登録とは
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▶ 履修科目登録とは？

• 各自が受講しようとする授業科目を登録する手続きで、その意思表示をすることです。

• 履修計画を決めるうえで最も重要であり、授業の受講、単位の修得および卒業には欠

かすことのできない手続きです。

履修科目登録について

受講の意思なく登録だけをしておくことは、本当に学修したい

人の妨げになります。絶対に行わないでください。
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回生 １回生 ２回生 ３回生 ４回生
以上

セメスター 1 2 3 4 5 6 7 8
以上

通常学生 18 18 20 20 20 20 24 24

（単位）

登録上限単位数について

• 回生によって、履修登録できる単位数の上限が決まっています。

• 上限単位数には、大学が登録する科目の単位も含みます。

新入生のみなさんが
2023年春セメスターに登録できる単位数
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▶ 系統的な履修とは

各科目は基礎的な科目から順に配置されています。

履修する科目の配当セメスター、科目分野、科目の前提科目、科目の履修制限などを参考に、自身が重点的に

学修したい分野をよく考えて、計画的に履修を進めてください。

科目の系統的な履修 －前提科目－

▶ 前提科目

ある科目を履修する前に、単位を修得しておかなければならない科目です。

定められた「前提科目」を修得していない場合、配当セメスターの条件を満たしていても履修登録できません。

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

Ⅰの単位を修得した場合、Ⅱの履修登録ができます

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ
単位修得 履修可能 不合格

Ⅰの単位を修得できなかった場合、Ⅱは履修できません

履修不可
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科目一覧

▶ 科目一覧とは？

• 各科目を履修する際の条件が記載されています。

その条件を満たしていない場合は、履修登録でき

ません。

• 掲載されている科目は、毎セメスター開講される

とは限りません。

• 開講される科目の詳細は、セメスターごとに公開

されるシラバスや時間割で確認してください。

• 科目名

• 単位数

• 配当セメスター

• 前提科目

• 複数回受講できる科目

• 履修制限

• 学修分野 etc

科目一覧の記載事項

科目一覧を見る
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科目一覧

【STEP 1】

APU Portal Site ≫ 卒業要件・学修分野・ゼミ ≫ 

科目一覧 ≫ サステイナビリティ観光学部学部

【STEP 2】

「ST 2023カリキュラム科目一覧（Excel）」を選択する

ST 2023カリキュラム科目一覧（Excel）
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科目一覧

【配当セメスター】

履修登録ができるようになるセメスターです。

配当セメスター以上であれば履修登録できます。

【前提科目】

その科目を履修するために単位修得しておく必要がある科目

です。定められた「前提科目」を修得していない場合、配当

セメスターの条件を満たしていても履修登録できません。

JST/JAT/E 別に前提科目が異なります。

【履修制限】

その科目を履修登録するときの制限です。

大学が登録することや、履修登録できる期間、言語基準に

よっての制限が記載されています。

特にチェックするべきPOINTサンプル

※画像はサンプルです。正しくはST2023カリキュラムの科目一覧を見てください。
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科目の系統的な履修（参考） －科目ナンバリング－

例 カリキュラム 科目分野 学修分野 グレード番号

科目ナンバリング 23 - LIB - MSG - 1

意味 23カリキュラム 教養科目 学部専門入門分野 1回生向け

▶ 科目ナンバリング

カリキュラムの中での科目の位置づけやカリキュラムの体系性を明示する仕組みです。

シラバス上に記載があるので、系統的な履修計画を立てる際の参考情報として利用してください。

科目ナンバリングの詳細を見る
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• 科目名・クラス名

• 開講セメスター（春・秋）

• 担当教員名

• 授業の概要

• 学生への要望事項

• テキスト・参考文献

• 成績評価方法

• 教員の連絡先
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▶ シラバスとは？

• 教員が授業の計画を学生に伝えるためのものです。

• 開講セメスターや授業内容、成績評価の方法、学生へ

の要望事項など、授業に関する基本的で重要な情報が

載っています。

• Campus Terminalまたは、アカデミック・オフィス

ウェブサイトから閲覧できます。

• 受講する科目を決める際に、必ず確認してください。

シラバスの記載事項

シラバスを見る

シラバス
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【STEP 1】

公式ホームページトップ画面（右上）≫ 在学生の方

【STEP 2】

APU Portal Site ≫ 授業・履修・成績 ≫ シラバス

シラバス
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2023

• 該当する開講時期にチェックを入れ、

科目や教員、曜日や時限を指定して

調べることができます。

• 科目名や教員で検索する際は、一言

一句違わずに入力してください。

• 正確に教員名や科目名を入れるため

に、授業時間割のExcelから教員名や

科目名をコピー&ペーストすることを

推奨します。

検索画面

選択できる開講時期

SP 春セメスター科目

SP1 春１クオーター科目

SP2 春２クオーター科目

SU1 夏セッション科目

FA 秋セメスター科目

FA1 秋１クオーター科目

FA2 秋２クオーター科目

WI1 冬セッション科目

シラバス
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◆履修の目安

授業を受けるにあたって、どのような知識が必要か、

履修していることが望ましい科目などが記載されてい

ます。

◆成績評価方法

評価方法のほか、出席に関する注意事項や提出物、

予習・復習の分量、レポートや試験のことが記載さ

れています。

シラバス
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授業時間割を見る

▶ 授業時間割とは？

• そのセメスターで開講される授業の曜日・時限・

教室等を記載しています。

• 公開中の時間割に掲載されていない科目は、その

セメスターで開講されません。

※セッション科目の時間割は、別途告知します。

• 時間割には、右記のことが記載されているため、

履修科目登録の前に必ず確認してください。

• 授業期間・曜日・時限

• 授業形態・教室・Zoom ID

• 講義名・講義コード

• 担当教員名

• 成績評価方法

• 言語

• 配当セメスター

• 科目分野・学修分野

授業時間割記載事項

授業時間割
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【STEP 1】

APU Portal Site ≫ 授業時間割・教室変更

【STEP 2】

「2023年度カリキュラム学生用 2023年春セメスター時間割」を選択

授業時間割へのアクセス方法

2023年度カリキュラム学生用 2023年春セメスター時間割

61

https://www.apu.ac.jp/apu-portal/


期間/
Term

曜日/
Day of 
Week

時限/
Period

On-campus Online
On-campus 

Only
Zoom 

MTG ID 
教室/

Classroom
講義CD/

Subject CD
講義名

1Q 火/Tue. 1 --- --- 〇 和心庵 027029EC 対面のみ) 茶道EC

2Q 木/Thu. １ --- 〇 --- 333-333-333 037102JA Online)国際関係理論JA

Semester 月/Mon. 3 〇 --- --- F204 030350EA 観光社会学EA

Session1
セッション
/Session

T.B.A. --- --- 〇 T.B.A. 027031JF 対面のみ)日本の伝統芸能JF

期間 開講される期間を記載

Zoom ID /
教室

オンライン授業：Zoom IDの記載
対面授業：教室の記載

授業
形態

授業形態の欄に「○」が付く

講義名 講義名の先頭に授業形態の記載
※接頭語なしは、対面

授業時間割の見方

※時間割はサンプルです
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講義名 担当教員
成績評価方法

Method of grade evaluation
言語/
Lang.

配当セメスター 分野/
Field

学修分野/Area

APS APM ST APS APM ST

ブリッジプログラムEA AAA AA 通常 / Letter Grades Es
受講
不可

受講
不可

1 Liberal Arts

英語準中級A EA BBB BB 通常 / Letter Grades 1 １ １ Language

環境汚染と防止JA CCC CC 通常 / Letter Grades J ３ ３ １ ST

マーケティング入門EA DDD DD 通常 / Letter Grades E 3 1 2 APM/ST COM

紛争と開発JA EEE EE 通常 / Letter Grades J 3 3 3 APS/ST IR, GE

※時間割はサンプルです
63

言語 開講言語
J：日本語開講 E：英語開講 Es：英語開講としてみなす

分野 単位が集計される科目分野

配当
セメスター

履修できるようになるセメスター
新入生は「1」と記載されている科目のみ履修可能
数字以上のセメスターであれば、履修できます

学修
分野

単位が集計される学修分野

授業時間割の見方



2-2. 履修科目登録期間
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4月 5月 6月 8月 9月7月 11月10月 1月 2月3月 3月

A期間 B期間 修正期間1 修正期間2

A期間 B期間 修正期間1 修正期間2

春セメスター（1セメスター目）

秋セメスター（2セメスター目）

※在学生のみ

履修科目登録期間について
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• 全科目の登録が可能。

• 他学部（APS/APM）の科目は、原則、2回生（3セメ

スター）から登録可能。

• A期間後に残定員がある科目・クラスは、B期間に両

学部の学生が登録可能。

開講時期 登録 / 取消

セメスター科目

登録 / 取消

可能

第１クオーター科目

第２クオーター科目

セッション科目

A期間 B期間 4月6日（木）9:30 ～ 17:00

履修科目登録期間について －B期間－
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• すでに授業が始まったセメスター科目・第1クオーター

科目は取消のみ可能。

• B期間後に残定員がある科目・クラスは、修正期間に両

学部の学生が登録可能。（第２クオーター科目・セッ

ション科目のみ）

開講時期 登録 / 取消

セメスター科目
登録不可/

取消のみ可能
第１クオーター科目

第２クオーター科目
登録 / 取消

可能
セッション科目

A期間 B期間
修正

期間1
4月17日（月）10:00 ～ 4月18日（火）10:00

履修科目登録期間について －修正期間1－
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開講時期 登録 / 取消

セメスター科目

変更不可

第１クオーター科目

第２クオーター科目 取消のみ可能

セッション科目
登録 / 取消

可能

• 第2クオーター科目は、取消のみ可能。

（セメスター科目・第1クオーター科目は修正不可）

• 修正１後に残定員があるセッション科目は、登録可能。

A期間 B期間
修正

期間１
修正

期間2
6月14日（水）10:00 ～ 6月15日（木）10:00

履修科目登録期間について －修正期間2－
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期間 セメスター科目 第1クオーター科目 第2クオーター科目 セッション科目

A期間 登録 / 取消 登録 / 取消 登録 / 取消 登録 / 取消

B期間 登録 / 取消 登録 / 取消 登録 / 取消 登録 / 取消

修正期間1

（第1クオーター）
取消 取消 登録 / 取消 登録 / 取消

修正期間2 

（第2クオーター）
修正不可 修正不可 取消 登録 / 取消

A期間： 言語科目・共通教育科目・自学部（ST）の科目が履修登録可能。

B期間： 他学部（APS/APM）の科目も履修登録可能。（※原則、3セメスター以上から履修登録可能）

履修科目登録期間について －まとめ－
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※ 通算GPAまたは当該GPAのうち、数値の高い方が適用される。

※ A期間のみ、 GPAによって開始時間が異なる。

2セメスター以降の履修科目登録A期間は、GPAによって開始時刻が異なります。

GPA 履修登録可能時間

優先１ 3.00以上 9:30～14:30

優先２ 2.50以上 12:00～17:00

通常 2.50未満 14:30～19:30

GPAによる登録制度 ー 2セメスターから適用 ー
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日時

B期間 4月6日（木） 9:30 ～ 17:00

修正期間1 4月17日(月)10:00 ～ 4月18日(火)10:00

修正期間2 6月14日(水)10:00 ～ 6月15日(木)10:00

自身のPCからでも登録可能ですが、次のPC教室を開放します。

【B期間】 D棟 3階 情報処理演習室（IPS） 3～6

1日間

2日間

2日間

2023年度 春セメスター履修科目登録スケジュール
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• 登録や削除などの変更を行う場合、必ず申請ボタンを押して、登録を完了してください。

• 完了後は、必ず「管理番号」が記載されている「履修登録確認表」を保管してください。
※管理番号が記載された履修登録確認表がないとシステムエラーの確認などの相談に応じることができません。

また、いつの時点の履修登録確認表かわかるように日時等を記録しておいてください。

管理番号⇒

Campusmateの注意事項
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履修科目登録の手順（動画）
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2-3. 履修に関する問い合わせ先 & まとめ
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主な相談内容 場所 問い合わせ

• カリキュラムについて

• 授業について

• 履修科目登録

• 試験・レポート・成績

• IELTS・TOEIC・TOEFL試験

• 言語研修、フィールド・スタディ、留学

などのOff-campus Study Program

• 忌引き、病欠による授業欠席

アカデミック･オフィス

（B棟１階）

メール
acsubmit@apu.ac.jp

電話

0977-78-1122

2-3. 履修に関する問い合わせ先

※ メール連絡の際は、①学籍番号 ②氏名 ③相談・質問内容 を必ず記載してください。

※ 大学や教員へ連絡する際は、自身のAPUメール（@apu.ac.jp）を必ず使用してください。
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6. 履修登録をする

• 履修登録当日にCampusmateから履修登録を行ってください。

履修科目登録を行う際に必要な資料と流れ

5. 時間割（案）を作成する

• ３を基に、空いている曜日・時限で履修したい科目の情報を授業時間割やシラバスで調べる。

• 時間割の案を複数作成する。

1. 本ガイダンス資料・ウェブサイト・ウェブ掲載資料を読む

• ガイダンス資料やウェブサイトには、履修に関わることがすべて記載されています。

• しっかり読んで、理解してください。

2. シラバスを確認する

• 興味のある科目をシラバスで調べ、授業内容を事前に確認し、履修したい科目を考えて

ください。

4. 時間割を確認する

• 大学が登録する科目の時間割は、Campus Terminalの「あなた宛ての重要なお知らせ」に送付さ

れます。

• 大学が登録する科目の曜日・時限を確認し、自分で履修登録できる空きコマを確認してください。

3. 科目一覧を確認する

• 科目一覧で、興味のある科目が履修かのうかどうかを確認してください。

• 科目によっては、履修時期や登録できるタイミングが学部ごとに定められています。

１．ウェブサイト / ウェブ掲載資料

学部ごとの卒業要件や、学部共通の科目

（初年次・言語科目）等、学修に必要な

情報をすべて記載しています。

３．科目一覧

各カリキュラムごと・学部ごとに、履修

できる科目をすべて記載しています。

※セメスターによっては開講されない科目も含みます。

２．シラバス

教員が授業の計画を学生に伝えるための

ものです。授業内容や成績評価等大切な

情報を記載しています。

４．授業時間割

そのセメスターで開講される授業の曜日・

時限・教室等を記載しています。記載のな

い科目はそのセメスターで開講されません。

4月 4日（火）に送付予定

4月 6日（木） 9:30 ～ 17:00
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▶ 相談会へ参加する前に！

次の資料を確認し、自分で答えを見つけてみましょう。

▶ それでも解決しない場合は…

新入生向けの履修相談会を開催します。履修登録前に疑問を解決しましょう！

WEBサイト FAQ本ガイダンス資料

日時 相談方法 対応者 予約有無 実施 場所 / Zoom ID

4月3日（月）
10:00～12:00

グループ FLAG
不要

（時間内出入り自由）
対面 F105

4月5日（水）
12:00～14:00

グループ
アカデミック・オフィス

職員
不要 Zoom 954 5802 9611

新入生向け 履修相談会
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日時 相談方法 対応者 予約有無 実施
場所 / 

Zoom ID
質問受付

4月3日（月）
10:00～12:00

グループ FLAG

不要

*時間内の
出入り自由

対面 F105

4月5日（水）
12:00～14:00

グループ
アカデミック・

オフィス
職員

不要

*開始時間にZoomへ
接続してください。
質問者がいなくなり
次第、終了します。

Zoom
954 5802 

9611

新入生向け 履修相談会

質問は、前日までに下記QR
コードより入力してください。

質問は、前日までに下記QR
コードより入力してください。
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2-4.先輩のアドバイスを聞こう！
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